
上
野
に
あ
る
東
京
藝
術
大

学
奏
楽
堂
ホ
ー
ル
に
、
歓
喜

の
歌
が
響
き
渡
っ
た
。

前
日
に
卒
業
式
を
終
了
し

た
３
月
26
日
、
放
送
大
学
南

関
東
の
７
学
習
セ
ン
タ
ー
合

同
に
よ
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の
交
響
曲
第
９
番
「
合
唱
付
」

の
特
別
演
奏
会
が
、
奏
楽
堂

で
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
２

０
１
４
年
３
月
、
放
送
大
学

の
仲
間
が
「O

F
r
e
u
n
d
e

（
お
お
友
よ
）
」
の
声
の
下

で
一
緒
に
歌
お
う
と
い
う
ア

イ
デ
ィ
ア
か
ら
誕
生
し
た
。

こ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
推
進
し

た
の
は
、
南
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

７
学
習
セ
ン
タ
ー
の
所
長
で

あ
る
。
各
学
習
セ
ン
タ
ー
で

面
接
授
業
の
科
目
と
し
て
採

り
入
れ
た
上
で
、
声
楽
や
合

唱
の
専
門
家
の
指
導
を
受
け

て
、
継
続
的
に
練
習
を
重
ね

て
き
た
。

昨
年
８
月
か
ら
は
東
京
文

京
学
習
セ
ン
タ
ー
で
合
同
の

練
習
を
開
始
、
参
加
者
は
遠

く
長
野
、
静
岡
、
群
馬
、
栃

木
か
ら
も
加
わ
り
、
同
窓
会

員
や
大
学
本
部
の
教
職
員
な

ど
も
加
わ
っ
て
、
総
勢
２
５

４
名
の
大
合
唱
団
と
な
っ
た
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
東
京
藝

術
大
学
２
０
０
８
年
入
学
の

同
期
生
を
中
心
に
編
成
さ
れ

た
弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
「
東

京
藝
大
ス
ト
リ
ン
グ
ス
」
を

中
核
と
し
て
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
で
選
ば
れ
た
放
送
大
学
教

員
と
学
生
が
木
管･

金
管･

打

楽
器
に
各
１
名
ず
つ
加
わ
っ

た
特
別
編
成
で
あ
る
。
指
揮

は
千
葉
学
習
セ
ン
タ
ー
の
山

本
純
ノ
介
客
員
教
授
が
行
っ

た
。
演
奏
の
前
に
、
神
奈
川
・

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
の
茂
木

一
衛
客
員
教
授
が
水
先
案
内

と
し
て
「
第
９
」
の
曲
の
解

説
を
行
い
、
合
唱
団
と
会
場

の
聴
衆
が
声
を
合
わ
せ
て
参

加
す
る
場
面
も
あ
っ
た
。

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
か
ら

参
加
し
た
の
は
渋
谷
治
美
所

長
を
は
じ
め
と
し
た
、
相
川

智
子
、
池
田
五
十
鈴
、
牛
山

宏
隆
、
尾
川
輝
恵
、
小
川
肇
、

景
山
真
理
、
加
藤
裕
、
川
井

悦
子
、
古
賀
民
義
、
柴
田
廣

枝
、
庄
司
信
子
、
白
鳥
誠
、

鈴
木
啓
子
、
田
中
江
美
子
、

中
山
敬
裕
、
南
雲
功
、
坂
内

美
津
子
、
福
島
明
美
、
堀
江

加
壽
代
、
三
国
哲
郎
、
村
上

真
実
、
森
川
玲
子
、
森
中
定

治
、
森
山
浩
光
、
湯
本
修
己
、

横
田
百
合
子
、
吉
田
信
子

（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
・
敬
称
略
）

の
28
名
の
諸
氏
。

参
加
し
た
皆
さ
ん
の
動
機

は
「
若
い
頃
か
ら
第
９
を
歌

い
た
か
っ
た
」
あ
る
い
は

「
何
度
か
歌
っ
た
事
が
あ
っ

た
」
と
い
う
方
も
い
た
が
、

殆
ど
は
面
接
授
業
を
受
け
た

事
が
き
っ
か
け
と
い
う
軽
い

動
機
だ
っ
た
。
し
か
し
、
練

習
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
、

「
第
９
」
へ
の
理
解
が
深
ま

り
、
ド
イ
ツ
語
の
歌
詞
や
暗

譜
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、

全
員
で
演
奏
会
に
参
加
す
る

と
い
う
共
通
の
目
標
に
向
か
っ

て
、
家
族
か
ら
の
協
力
も
得

な
が
ら
努
力
を
続
け
た
事
が
、

本
番
の
舞
台
で
大
き
な
感
動

と
共
に
、
参
加
者
自
身
に
大

き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
た
ら

し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
そ
し
て
、
参
加
し
た

全
員
が
、
機
会
が
あ
れ
ば
ま

平
成
29
年
度
の
埼
玉
Ｃ
Ｓ

Ｃ
交
流
会
役
員
会
が
４
月
13

日
開
催
さ
れ
、
前
年
度
の
役

員
や
各
サ
ー
ク
ル
の
代
表
者

な
ど
が
集
ま
っ
た
。

こ
の
会
議
で
は
平
成
28
年

度
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
の
決
算
報

告
・
監
査
報
告
の
他
、
第
10

回
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
の
収
支
が

報
告
さ
れ
た
。
同
時
に
、
新

年
度
役
員
の
選
出
や
今
後
の

会
議
日
程
な
ど
の
協
議
が
行

わ
れ
、
同
時
に
、
「
放
送
大

学
埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
規
約
」

が
改
正
さ
れ
た
。
い
ず
れ
の

議
題
も
５
月
11
日
の
第
１
回

Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
代
表
者
会
議

に
て
発
表
さ
れ
、
承
認
を
受

け
る
予
定
だ
。

ま
た
、
今
年
度
の
第
11
回

埼
玉
フ
ェ
ス
タ
の
開
催
日
を

９
月
９
日
（
土
）
と
10
日

（
日
）
の
２
日
間
と
決
定
し

た
。
従
来
は
10
月
に
行
っ
て

い
た
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
は
入
学

式
と
重
な
る
た
め
、
今
年
初

め
て
の
試
み
と
し
て
、
９
月

に
開
催
と
決
定
し
た
。
フ
ェ

ス
タ
恒
例
の
一
般
公
開
講
演

た
参
加
し
て
み
た
い
と
希
望

し
て
い
た
。

演
奏
会
の
最
後
に
、
岡
部

洋
一
学
長
の
指
揮
で
放
送
大

学
学
歌
が
演
奏
さ
れ
、
壇
上

の
合
唱
団
と
会
場
が
一
体
と

な
っ
た
。
こ
の
日
は
、
１
週

間
前
に
開
花
し
た
は
ず
の
桜

も
一
向
に
開
花
が
進
ま
ず
、

冷
た
い
雨
の
一
日
だ
っ
た
が
、

奏
楽
堂
の
中
は
熱
い
興
奮
に

包
ま
れ
て
い
た
。

な
お
、
演
奏
会
の
様
子
は
、

５
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
何

回
か
放
映
さ
れ
る
予
定
と
な
っ

て
い
る
。

（
冬
木
）

会
の
演
者
は
、
決
ま
り
次
第

発
表
さ
れ
る
。

新
役
員
選
出

新
年
度
の
役
員
選
出
で
は
、

代
表
に
嶋
﨑
洋
明
（
未
来
の

会
）
が
５
期
目
の
留
任
を
引

き
受
け
た
。
ま
た
、
副
代
表

に
武
内
英
則
（
放
送
大
学
埼

玉
同
窓
会
）
・
篠
田
安
彦

（
江
戸
時
代
の
古
文
書
を
読

む
会
）
・
富
田
尚
隆
（
熟
年

会
）
、
会
計
に
松
井
喜
義

（
健
康
体
操
研
究
会
）
、
会

計
監
査
に
坂
本
賢
一
（
朗
読

の
会
「
こ
こ
ろ
」
）
が
、
そ

れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
た
。

事
務
局
で
は
、
事
務
局
長

に
野
呂
生
男
（
サ
ー
ク
ル
お

お
み
や
）
、
事
務
局
員
は
田

口
和
美
（
放
送
大
学
埼
玉
同

窓
会
）
・
矢
野
俊
博
（
埼
玉

英
語
倶
楽
部
）
、
相
談
役
に

笹
原
誠
二
（
サ
ー
ク
ル
お
お

み
や
）
、
理
事
と
し
て
、
福

島
薫
（
パ
ソ
コ
ン
サ
ー
ク
ル
）
・

石
橋
博
之
（
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン

ス
ク
ラ
ブ
）
・
遠
藤
真
一

（
健
康
体
操
研
究
会
）
・
大

島
祥
市
（
ラ
ル
ゴ

体
ほ
ぐ

し
の
会
）
・
川
崎
恭
子
（
バ

ラ
ン
ス
体
操
“
悠
悠
”
）
の

諸
氏
を
選
出
し
た
。
ま
た
、

学
習
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
事
務

長
の
渡
邊
賢
治
氏
と
係
員
と

し
て
、
石
田
浩
美
氏
が
参
加

す
る
。
学
生
新
聞
は
編
集
委

員
長
に
篠
田
安
彦
（
江
戸
時

代
の
古
文
書
を
読
む
会
）
、

編
集
副
委
員
長
と
し
て
冬
木

洋
子
（
ｅ
―
グ
ル
）
が
決
定

し
た
。

人
事
に
関
し
て
も
、
11
日

の
第
１
回
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
代

表
者
会
議
に
て
発
表
さ
れ
、

承
認
を
受
け
る
。

（
Ｆ
）

面
接
授
業
の
定
員
が
満
席

に
な
っ
て
い
な
い
も
の
に
つ

い
て
は
、
追
加
登
録
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
空
席
状
況

を
Ｈ
Ｐ
・
掲
示
又
は
シ
ス
テ

ム
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ａ
で
確
認
の

上
学
習
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
し

込
み
期
限
は
、
原
則
と
し
て

最
初
の
授
業
の
１
週
間
前
ま

で
で
す
。
皆
様
の
ご
登
録
を

お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

通
信
指
導
の
提
出
期
限
は
、

平
成
29
年
６
月
７
日
（
水
）

本
部
必
着
で
す
（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
の
場
合
は
17
時

ま
で
）
。
未
提
出
・
不
合
格

の
場
合
は
、
単
位
認
定
試
験

が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
度
２
学
期
（
10

月
入
学
）
の
学
生
募
集
が
始

ま
り
ま
す
。
出
願
期
間
は
、

第
１
回
が
６
月
15
日
（
木
）

か
ら
８
月
31
日
（
木
）
ま
で
、

第
２
回
が
９
月
1
日
（
金
）

か
ら
９
月
20
日
（
水
）
ま
で

で
す
。
知
人
・
友
人
等
を
ご

紹
介
く
だ
さ
い
。
紹
介
さ
れ

た
方
が
入
学
し
た
場
合
、
薄

謝
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

平
成
29
年
度
の
公
開
講
演

会
は
、
「
芸
術
は
人
間
を
救

う
か
」
（
仮
）
及
び
「
正
し

く
怖
が
る
（P

a
r
t

2
）
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
、
各
５
本
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は

別
途
掲
示
・
Ｈ
Ｐ
で
ご
案
内

し
ま
す
。

◆
５
月
20
日
（
土
）
13
時
～

「
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
と
は
何
か
。

描
く
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
」

講
師
＝
小
澤
基
弘
（
埼
玉
学

習
セ
ン
タ
ー
客
員
教
授
）

◆
５
月
20
日
（
土
）
14
時
～

～
心
の
オ
ア
シ
ス
・
11
～

講
師
＝
高
野
み
ど
り
（
埼
玉

学
習
セ
ン
タ
ー
客
員
准

教
授
）

◆
５
月
26
日
（
金
）
14
時
～

「
戦
後
中
編
小
説
の
代
表
作

～
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
観
と
味

わ
い
～
」
第
１
回

三
島
由
紀
夫
『
金
閣
寺
』

講
師
＝
渋
谷
治
美
（
埼
玉
学

習
セ
ン
タ
ー
所
長
）

第
２
回
は
７
月
13
日
（
木
）

に
予
定
。

第５０号 学 生 新 聞 平成２９年４月２８日1

放送大学
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学
生
新
聞

「
高
齢
者
の

自
動
車
事
故
②
」

笹
原
誠
二

以
前
も
こ
の
問

題
を
取
り
上
げ
た

が
、
高
齢
ド
ラ
イ

バ
ー
の
交
通
事
故

が
後
を
絶
た
な
い
。
高
齢
化

が
進
む
中
、
昨
年
11
月
に
は
、

75
歳
以
上
の
運
転
免
許
保
有

者
が
500
万
人
を
超
え
た
。
75

歳
以
上
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ

る
死
亡
事
故
件
数
は
年
に
460

件
。
最
近
の
免
許
保
有
者
十

万
人
あ
た
り
の
死
亡
事
故
を

見
る
と
、
75
歳
未
満
だ
と
平

均
４
件
だ
が
75
歳
以
上
だ
と

９･

６
件
に
跳
ね
上
が
る
。

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
が
抱
え

る
リ
ス
ク
の
原
因
と
し
て
は

技
量
の
過
信
、
視
力
の
低
下
、

反
応
の
退
化
な
ど
で
、
咄
嗟

の
複
雑
な
動
作
が
で
き
な
い

と
か
、
認
知
症
の
恐
れ
な
ど

個
人
差
に
よ
る
も
の
が
多
い
。

免
許
証
の
自
主
返
納
は
急

増
し
て
い
る
が
、
同
世
代
ド

ラ
イ
バ
ー
の
ま
だ
２･

８
％

に
過
ぎ
な
い
。
返
納
者
の
多

く
は
、
公
共
交
通
が
便
利
で

車
を
運
転
し
な
く
て
も
済
む

都
会
部
に
住
み
、
し
か
も
ペ
ー

パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
が
多
い
の

が
実
情
だ
。
「
他
に
交
通
手

段
が
な
い
地
域
で
、
生
活
が

で
き
な
い
状
態
」
で
は
い
つ

ま
で
経
っ
て
も
、
こ
の
問
題

は
解
決
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

高
齢
者
が
社
会
で
活
躍
で

き
る
よ
う
、
自
動
ブ
レ
ー
キ
、

自
動
運
転
な
ど
の
車
の
改
良

と
並
行
し
て
、
移
動
手
段
の

確
保
に
知
恵
を
絞
る
と
と
も

に
、
早
期
に
長
期
的
な
対
策

と
し
て
、
「
交
通
イ
ン
フ
ラ

の
工
夫
」
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

た
と
え
ば
、
ス
ー
パ
ー
な
ど

で
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
や
市
内

の
重
要
道
路
を
公
営
の
ミ
ニ

バ
ス
で
の
運
行
サ
ー
ビ
ス

（
例
、
野
田
市
の
枝
豆
バ
ス
）
、

路
上
セ
ン
サ
ー
と
カ
ー
ナ
ビ

と
の
連
動
化
な
ど
の
対
策
を

早
急
に
検
討
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
ろ
う
。

奏楽堂に響き渡った歓喜の歌声

南関東７学習センター合同の合唱団

ベートーヴェン「第９」特別演奏会

学生手帳

５
期
目
の
代
表
に
就
任
す

る
嶋
﨑
洋
明
で
す
。

力
不
足
で
は
あ
り
ま
す
が
、

各
位
の
温
か
い
ご
支
援
を
頂

き
、
Ｃ
Ｓ
Ｃ
の
更
な
る
発
展

に
寄
与
す
べ
く
全
力
を
傾
注

致
す
所
存
で
す
。
併
せ
て
事

務
局
長
に
は
野
呂
生
男
氏
も

再
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
二

人
三
脚
で
推
進
し
て
参
り
ま

す
。
今
年
度
も
、
皆
さ
ま
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
の
事

業
と
し
て
＝

①

埼
玉
フ
ェ

ス
タ
の
開
催

「
第
11

回

埼
玉
フ
ェ
ス

タ
」
の
開
催
は
９
月
９
日

（
土
）
10
日
（
日
）
と
決
定

し
ま
し
た
。
例
年
に
比
べ
１

か
月
早
い
開
催
に
な
り
ま
す

の
で
、
学
生
が
交
流
す
る
場

所
と
し
て
、
更
に
親
交
を
深

め
る
催
し
物
な
ど
「
埼
玉
フ
ェ

ス
タ
」
の
内
容
等
を
、
早
急

に
、
野
呂
事
務
局
長
及
び
事

務
局
の
ス
タ
ッ
フ
と
検
討
し

て
参
り
ま
す
。

②

学
生
新
聞
の
発
行

「
学
生
新
聞
」
は
篠
田
編

集
長
の
も
と
、
冬
木
副
編
集

長
が
学
習
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

様
々
な
学
習
に
関
す
る
情
報
、

サ
ー
ク
ル
の
情
報
、
学
生
か

ら
の
投
稿
等
を
基
に
、
隔
月

に
発
行
し
て
居
り
ま
す
。
今

月
は
記
念
の
50
号
発
行
を
迎

え
ま
し
た
。

③

Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
の
28
年

度
収
支
決
算
報
告
及
び
会
計

監
査
、
フ
ェ
ス
タ
の
収
支
報

告
を
実
施
し
ま
し
た
。
５
月

11
日
の
役
員
会
で
報
告
し
、

承
認
を
頂
き
ま
す
。

④

今
後
も
、
埼
玉
学
習
セ

ン
タ
ー
と
学
生
と
の
パ
イ
プ

役
に
徹
し
、
学
生
の
皆
さ
ん

の
『
居
場
所
』
作
り
を
実
施

し
て
参
り
ま
す
。

最
後
に
熟
年
会
の
会
長
高

山
和
彦
氏
に
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｃ
副

代
表
と
し
て
長
年
ご
指
導
を

賜
り
、
フ
ェ
ス
タ
の
記
録
誌

に
は
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
。

大
学
を
退
学
さ
れ
、
新
た
に

原
子
力
関
連
の
業
務
を
行
う

と
お
聞
き
し
ま
し
た
。
厳
し

い
状
況
で
す
が
是
非
ご
活
躍

の
程
祈
念
致
し
、
お
礼
の
言

葉
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

も
う
ひ
と
方
は
、
荒
川
良

雄
氏
で
す
。
長
年
に
わ
た
り

学
生
新
聞
に
博
学
の
知
識
と

幅
広
い
分
野
で
投
稿
を
頂
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
昨
年
の
フ
ェ
ス

タ
の
期
間
に
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

左
記
の
公
開
講
演
会

が
開
催
さ
れ
ま
す

平
成
29
年
度

埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会

代
表
就
任
に
あ
た
っ
て

埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
代
表
嶋
﨑
洋
明

面
接
授
業
の
追
加
登
録

空
席
あ
る
授
業
を
発
表

平
成
29
年
度
第
２
学
期

学
生
募
集
を
開
始

通
信
指
導
の
提
出

期
限
を
忘
れ
ず
に

埼玉ＣＳＣ交流会は学習

センターを楽しく活気ある

学びの場とする事を目的と

して、学生サークル、同窓

会、学習センターの三者に

より結成された団体です。

埼玉ＣＳＣ交流会

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
参
加
者
達

岡
部
学
長
の
指
揮
で
学
歌
の
演
奏

埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
の
新
た
な
体
制

嶋
﨑
洋
明
代
表
は
５
期
目
の
留
任

第
11
回
フ
ェ
ス
タ
は
９
月
９
・
10
日

事
務
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

サ
ロ
ン
開
催
のお

知
ら
せ



★
５
月
17
日
（
水
）

国
立
新
美
術
館
『
ミ
ュ
シ
ャ

展
』･

森
美
術
館
『
大
エ

ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
展
』

★
５
月
25
日
（
木
）

江
戸
東
京
博
物
館
展
覧
会

と
両
国
界
隈
の
散
策

★
６
月
23
日
（
金
）

東
京
文
化
会
館
『
音
楽
と

落
語
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
』
11
時
よ
り
開
催

★
活
動
日
＝
毎
週
水
曜
日

８
階
講
堂
13
時
半
～
15
時

★
５
月
９
日
（
火
）

第
３
講
義
室

★
５
月
６
日
（
土
）

第
４
講
義
室

★
５
月
28
日
（
日
）

定
例
会
＝
第
１
講
義
室

★
５
月
の
活
動
日
＝

毎
週
金
曜
日
（
12
日
、
19

日
、
26
日
＝
定
例
会
）

★
５
月
の
活
動
日
＝

毎
週
金
曜
日
（
12
日
、
19

日
、
26
日
）

★
活
動
日
＝
毎
週
火
曜
日

10
時
半
～
12
時

場
所
＝
８
Ｆ
講
堂

★
５
月
＝
９
日
、
16
日
、
23

日
、
30
日

★
６
月
＝
６
日
、
13
日
、
20

日
、
27
日

★
活
動
日
＝
第
４
講
義
室

毎
週
火
・
木
曜
日

★
５
月
９
日
（
火
）

13
時
～
16
時
第
１
講
義
室

定
例
会
・
勉
強
会

★
パ
ソ
コ
ン
楽
習
会

第
２
以
外
の
火
曜
日

場
所
＝
実
習
室

★
５
月
19
日
（
木
）

イ
ベ
ン
ト
＝
醤
油
工
場
の

見
学

緑
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
が

美
し
い
新
緑
の
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
毎
年
、
樹
々
の
葉

は
世
代
交
代
が
行
わ
れ
る
け

れ
ど
、
編
集
委
員
の
世
代
交

代
は
進
み
ま
せ
ん
。｢

学
生

新
聞｣

の
編
集
委
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
新
聞
に
興
味

あ
る
方
は
参
加
を
!!

（
冬
）

第５０号 学 生 新 聞 平成２９年４月２８日2

サ
ー
ク
ル
案
内

サ
ー
ク
ル

お
お
み
や

江
戸
時
代
の

古
文
書
を
読
む
会

熟

年

会

健
康
体
操
研
究
会

編
集
後
記

東京芸術大学の奏楽堂、満場の観衆を前に山

本純ノ介先生の指揮棒が振られ、弦が一斉に奏

で始めた。ベートーベンの最後の交響曲第九番。

第1章､第2章､第3章と進み､第4楽章に入ってバ

リトンのフロイデに呼応し､男声合唱のフロイ

デと続き､歓喜の歌に突入｡この瞬間から、合唱

団全てがオーケストラと一体になって約12分の

大合唱、会場から「ブラボー！」の声とともに

大きな拍手。合同練習に励んだ8か月間の大舞

台｢放送大学第九特別演奏会｣のフィナーレ､大

合唱に酔い､観衆に酔い､そして終わった！

ベートーベンの命日である3月26日､放送大学、

南関東7学習センタ―で構成された合唱団254名、

東京芸大ストリングスTGSを中心に放大生2名で

構成された放送大学「第九」特別オーケストラ

75名、特別参加の4名のソリスト､指揮山本純ノ

介先生､総勢334名による第九特別演奏会が上野

の東京芸術大学の奏楽堂において上演されまし

た。これは大学の当初の想像を超えた大きなプ

ロジェクトでした。

この誕生は3年前の26年3月､足立センター長

送別会の席で､田崎前多摩学習センター所長の

「放送大学で第九が歌えないか｣という一言か

ら出た大変偶然な出来事で始まったと聞いてい

ます。学校側は南関東全体で進めるため音楽関

係の先生方に声をかけ､27年度1学期には千葉や

神奈川から面接授業が始まった｡埼玉は1学期遅

れて27年度2学期から国土潤一先生｢第九を歌う｣、

茂木一衛先生の｢第九を語る｣､奥村先生の「第

九合唱｣と3つの面接授業が始まった｡合唱団結

成に向けた埼玉合唱サロンは28年の1学期の5月

からです｡合唱経験のある人､合唱団に入ってい

る人､全く初めての人など様々な方々が学生同

士声をかけながら国土先生指導による練習に自

主的参加しました。

埼玉合唱団には埼玉学習センター（SC)28名､

10名が栃木SCを含む他SC所属､群馬学習センター

からも10名が参加して合計48名が昨年7月のオー

ディションを受けて､埼玉合唱SCとして参加し

ました｡また面接授業等の関係で他SCから参加

されている方もあり､埼玉学習センター所属の

参加者は合わせて33名になります。

埼玉学習センターでは面接授業の他に渋谷所

長自らが先頭を切って第九練習の環境を作って

くださり､ドイツ語発音指導やクラシック音楽

の魅力について年間を通した渋谷サロン等第九

を理解する環境を作り､大いに盛り上げてくだ

さいました｡お陰で沢山の他SCの方々が埼玉の

練習に参加しました｡音楽に造詣の深い渋谷所

長は合唱練習にも演奏会にも学生とご一緒に参

加されました｡放送大学放唱会には白井理事長､

岡部学長､宮本副学長､池田神奈川センター長、

をはじめ15名の先生方も､大橋理恵先生は器楽

演奏で参加されるなど大学を挙げての｢第九プ

ロジェクト｣だったのです｡合唱の練習では魅力

的で多彩な多数の先生方の熱心な指導を受けら

れ､想像以上の成果を上げました｡こんな授業を

体験できた事は一生忘れられません｡その様子

は９階ロビーに大きな写真で掲示されています｡

各センター所長で組織する運営委員会を宮野モ

モ子先生が運営委員長､学生側は馬場信一神奈

川SC実行委員長が夫々の組織をまとめました｡

また､放送大学の自主企画である為､学生自ら

も運営委員会､実行委員会の組織の中で役割を

分担することになりました｡演奏会準備班とし

て総括は神奈川SC､プログラム政策班は茂木一

衛先生の指揮のもとに文京SC､会計総務班は千

葉SC､そして埼玉SCは合同練習運営班と夫々のS

Cが調整しやすい環境で分担することになりま

した。埼玉SCでは実行委員3名､パートリーダー

4名が練習班長南雲さんの指揮のもと､練習から

本番まで埼玉SCの役割を大いに発揮し､無事に

役目を果たすことができました｡

また私は､南関東7学習センターから集まった

254名の情報の共有が必要になり､広報班を若い

多摩SC安田さんと担当し､PC・携帯メール､電話

などの情報環境など連絡方法を活用すると共に､

毎練習配布のニュースレターで情報提供をし貴

重な経験を致しました｡

演奏会の準備は埼玉同窓会の嶋﨑班長さんは

じめ4人のサポーターの方々です｡雨の中受付や

会場整理など裏舞台を陰で支えていただきまし

たので大変スムーズに演奏会が挙行出来ました

こと御礼申し上げます｡これらを通して改めて

放送大学の層の厚い結束力､実行力､人材力は目

を見張るほどで､放送大学の持つこれらの力は

今後さらなる飛躍が期待される事でしょう｡

こんな大学で学べる、学生は幸せです｡埼玉

学習センターでは､この感動を再び体験するた

め､この4月から茂木サロンが始まります。さぁ、

皆さんもご一緒しましょう！

放送大学「第九」特別演奏会に参加して

第 九 は み ん な の う た
森川玲子

囲
碁
専
科

遠
き
日
の
ま
な
ぶ
た
に
あ
る
櫻
か
な

保
子

千
本
の
鼓
動
と
な
れ
る
櫻
か
な

と
く
江

群
れ
て
な
ほ
一
人
静
や
木
彫
椅
子

光
娥

ひ
と
つ
緒
の
琴
の
ふ
る
へ
や
花
朧

十
詩

万
葉
の
神
も
宿
り
し
櫻
か
な

明
美

春
風
や
髪
に
絡
ま
る
花
び
ら
よ

由
美

海
に
寄
す
言
葉
の
み
こ
む
櫻
か
な

順

風
光
る
水
平
線
の
孤
帆
か
な

博
子

幼
な
子
を
残
し
て
逝
く
や
春
怒
濤

厚
子

奏
楽
堂
歓
喜
の
渦
の
花
万
朶

功

水
面
よ
り
き
ら
め
く
朝
の
櫻
か
な

八
重
子

緑
摘
む
一
人
ひ
と
り
の
脚
立
か
な

安
代

見
学
歓
迎

第
２
木
曜
日
午
後
１
時

朗
読
の
会
「
こ
こ
ろ
」

俳

句
（
つ
み
草
）

投稿コーナー

海外文学読書会は埼玉学習セン
ターで読書会を毎月開催していま
す。設立してから今年で10周年を
迎えました。設立のきっかけは、
平成19年に開講された大石和欣先
生の〝名作を読む～『ダロウェイ
夫人』〟という面接授業の中での
先生の一言からです。「これから
読書会というものをやってみよう
じゃないか」というような事を、
最後の授業のときに先生が提案さ
れました。そうして9階ロビーで大
石先生を囲んでの読書会が始まり
ました。それから毎月開催し、先
生の退任後も先生の意思を引き継
ぎ途切れることなく開催し続けて、
現在に至ってます。

今は設立当初からのメンバー、
途中から参加するようになったメ
ンバー、他の学習センターから来
ているメンバー、あるいは大学を
卒業した後も参加しているメンバー
など多彩なメンバーが参加してい
ます。海外文学読書会の名のとお
り、この10年間で世界中の作品を
読んできました。ディケンズなど
のイギリス文学、ヘミングウェイ
などのアメリカ文学、サン＝テグ
ジュペリなどのフランス文学、シュ
ティフターなどのドイツ文学、ナ
ボコフなどのロシア文学、そして
ガルシア・マルケスなどの南米文
学も読んできました。「グレート・
ギャツビー」、「キャッチャー・
イン・ザ・ライ」などの村上春樹
訳の作品も数多く採り上げていま
す。トニ・モリスン、アリス・マ
ンローなどのノーベル賞作家も採
り上げてます。純文学だけでなく、

カート・ヴォネガット、レイ・ブ
ラッドベリといったＳＦなどのジャ
ンルも扱ったりしてます。また、
放送授業の教科書の中で扱われて
る作品も採用しています。チェー
ホフやカルヴィーノの短編から、
セルバンテス「ドン・キホーテ」
やプルースト「失われた時を求め
て」といった長編まで読んできま
した。ちなみに、ガッサーン・カ
ナファーニーという作家の作品は、
〝世界文学への招待〟の教科書に
出てくるよりも何年も前に読んで
ます。こういった授業で扱われて
る作品が読みたい方、本や読書が
好きな方、村上春樹のファンの方、
色々な方々の参加をお待ちしてお
ります。

ちなみに、現在は読書会に加え、
映画鑑賞も行っております。メル
ヴィル「白鯨」、カフカ「審判」
などの文学作品から映画化された
ものや、ヒッチコック映画など名
作映画の鑑賞も行っております。
海外文学読書会の現在の開催日時
は、毎月第３火曜日13時～16時で
す。（テスト期間の1月と7月はお
休み）ツイッター〝@dokushokai〟
で課題図書などの情報を発信して
います。課題図書は新刊じゃなく
ても、中古で購入したものでも、
図書館で借りたものでもＯＫです。
会費などは特にありません。参加
に関しては、時間が無かったりし
て課題図書を読めてなくても大丈
夫です。見学・参加自由なので、
いつでも気軽にお越しください。
みなさんのご参加をお待ちしてお
ります。

バ
ラ
ン
ス
体
操

悠
悠

埼
玉
英
語
倶
楽
部

ラ
ル
ゴ
体
ほ
ぐ
し
の
会

―
生
涯
学
習
奨
励
賞
金
剛
賞
・
金

賞
を
受
賞
さ
れ
た
２
名
の
方
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
た
。

Ｑ
放
送
大
学
入
学
の
き
っ
か
け

森
川
玲
子
＝
学
習
意
欲
は
高
い
方

だ
っ
た
の
で
通
信
教
育
を
活
用
し

た
環
境
が
入
学
の
き
っ
か
け
、
社

会
活
動
の
た
め
の
知
識
習
得
で
す
。

吉
澤
弘
子
＝
何
か
や
っ
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
る
時
、
昭
和
60
年
に

放
送
大
学
が
始
ま
る
事
を
知
り
、

勉
強
し
た
い
と
入
学
し
ま
し
た
。

Ｑ
一
番
面
白
か
っ
た
講
義

森
川
＝
専
門
外
で
単
位
習
得
に
苦

労
し
た
科
目
や
、
興
味
を
も
っ
て

選
ん
だ
講
義
で
し
た
か
ら
、
ど
れ

が
一
番
と
い
う
選
択
は
で
き
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
今
回
の
放
送
大
学

「
第
九
」
を
歌
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
関
わ
る
課
目
は
演
奏
会
と
い
う

目
標
に
向
か
っ
て
熱
意
と
努
力
の

実
践
で
他
を
凌
ぎ
ま
し
た
。

吉
澤
＝
染
め
物
の
実
験
で
し
ょ
う

か
。
社
交
ダ
ン
ス
も
最
初
は
右
も

左
も
解
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
何

曲
も
踊
れ
る
よ
う
に
な
り
、
楽
し

い
科
目
で
し
た
。

Ｑ
記
憶
に
残
っ
て
い
る
事

森
川
＝
＊
卒
業
論
文
。
＊
白
神
山

地
や
鳥
取
砂
丘
、
日
光
、
そ
の
他

体
験
型
フ
イ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
面

接
授
業
、
会
津
磐
梯
で
の
ス
キ
ー

体
験
や
尾
瀬
散
策
な
ど
経
験
を
し

た
こ
と
。
＊
サ
ー
ク
ル
を
通
し
て

学
生
生
活
で
得
た
仲
間
と
の
学
園

生
活
。
今
は
無
く
な
っ
た
世
田
谷

学
習
セ
ン
タ
ー
の
下
馬
祭
、
文
京

学
習
セ
ン
タ
ー
の
茗
荷
祭
、
埼
玉

学
習
セ
ン
タ
ー
の
学
園
祭
に
参
加
。

吉
澤
＝
両
親
や
義
母
、
義
母
の
弟

夫
婦
の
５
人
が
次
々
と
亡
く
な
り
、

悲
し
さ
や
寂
し
さ
に
襲
わ
れ
な
が

ら
も
、
単
位
認
定
試
験
の
試
験
勉

強
で
気
が
紛
れ
、
試
験
に
助
け
ら

れ
た
事
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

Ｑ
在
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

森
川
＝
社
会
の
変
化
が
激
し
い
た

め
、
何
時
で
も
何
処
で
も
素
晴
ら

し
い
先
生
の
講
義
を
学
べ
る
リ
カ

レ
ン
ト
教
育
の
場
の
放
送
大
学
は

魅
力
的
で
す
。
常
に
自
己
を
研
鑽

し
、
健
全
で
豊
か
な
感
性
を
持
っ

た
学
生
生
活
を
存
分
に
生
か
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

吉
澤
＝
自
分
で
科
目
や
試
験
日
を

選
べ
る
事
が
で
き
、
自
分
で
計
画

で
き
る
事
が
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

勉
強
し
て
も
忘
れ
て
い
る
事
が
沢

山
あ
り
ま
す
。
試
験
日
の
直
前
に
、

本
に
目
を
通
す
事
が
良
い
で
す
ね
。

Ｑ
今
後
の
目
標

森
川
＝
趣
味
の
写
真
の
表
現
の
た

め
と
学
び
残
し
た
哲
学
や
日
本
文

学
、
音
楽
・
合
唱
な
ど
を
中
心
に

学
び
を
続
け
ま
す
。
私
に
と
っ
て

放
送
大
学
は
生
涯
学
習
の
場
で
す
。

吉
澤
＝
私
は
82
歳
で
す
か
ら
、
大

学
生
活
を
卒
業
し
、
余
生
は
旅
行

や
コ
ン
サ
ー
ト
、
お
芝
居
を
楽
し

み
、
今
迄
で
き
な
か
っ
た
事
を
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
長
い
間
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

生
涯
学
習
奨
励
賞

金
剛
賞･

金
賞
受
賞
者

ア
ン
ケ
ー
ト

「海外文学読書会｣へのお誘い
関根智久


